
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広 報 

発行：特別養護老人ホーム 緑の郷 横浜市青葉区鉄町 2075-3 編集：広報委員会 

令和７年 

10 月号 
 №385（毎月 1日発行) 

緑の郷ホームページでも行事の様子をご紹介しています 

 緑の郷ホームページ ⇒MENU  思い出のページ 

敬老祝賀会
いつもの食堂が祝賀会会場に･･･｡ 

家族会より、お花を 
いただきました 

令和７年９月 14日 今年も敬老祝賀会を 
開催いたしました。入居者全員のお祝いです
が、節目の年を迎えられた方には特別なお祝い
を致しました。 
みなさま おめでとうございます!! 

敬老祝賀会ありがとうございました！ 
スタッフの方皆様に感謝いたします。 

当日のご意見箱にこのような投書がありました 
こちらこそ、一緒にお祝いできてうれしく思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑の郷では節目の年を迎えられた方々を特別にお祝

いさせていただいています。今年は 101歳 1名、

（百二寿）99歳（白寿）2名、88歳（米寿）8

名、77 歳（喜寿）3名、60歳(還暦)の方が 1名 

いらっしゃいました。心よりお祝い申し上げます。 

 

国勢調査について 

都道府県知事が地方公務員として任命し、 

委嘱された施設職員が調査員となり対応を

させていただきます。取り扱う個人情報は

統計法で厳重に保護され、統計作成の目的

以外に使用されることはありませんのでご

安心ください。 

1 

10月 18日（土）緑の郷大ホールにて追悼法要会を 

執り行う予定です。午後は施設前の駐車場の混雑が

予想されますので、ご了承をお願い致します。 

※掲載写真は過去の追悼法要会の様子です。 

追悼抱法要の写真です。 

 

１０月 1 日現在ご入所の方、緑の郷にて 

国勢調査を行います 

 
国勢調査は住民票などの届け出に関係なく 

特別養護老人ホームでも 3 か月以上入所されて 

いる方、又は、3か月以上入所することになって 

いる方が対象となっております。 

 

※ご自宅で調査を提出してしまうと 

重複してしまうため、ご注意ください 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ★利用者さまとご家族には、今後もご利用前（お迎え時）の検温・マスク着用のお願い
と一部活動の自粛について、ひき続きご協力とご理解をいただいております。 

       今年も敬老祝賀会が開催されました。 
    おいしい食事の後に節目の年を迎えた方の 
 表彰と乾杯 ボランティアの皆様によるお祝いの 
演芸披露とにぎやかで、楽しいひと時を過ごしました。 

敬老祝賀会 

3 日間の開催で

メニューも日ご

とに変えていた

だきました。一番

人気はお赤飯と

天ぷらです。 

マジックに加えて、皿回しや南京玉す

だれなど、会場をいっぱいに使って、

皆さまを楽しませていただきました。 

賞状とスタッフからお祝いのコメントを

入れた色紙をプレゼントいたしました。 

感謝の気持ちが伝わっていたら、うれ

しいです。 

70 歳の古希から、100

歳の百寿までの節目

を迎えた方は、12名。 

写真掲載の許可をい

ただいている方のみ掲

載しています。 

食べて、笑って、体を動かすこと。

それが元気の源です。 

デイサービスではそれが全てそ

ろってます。 

これからもお元気に通ってきてく

ださい。 

みなさま、本当におめでとうござ

います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガラ系で電話していたら喜寿になる先輩から「何とマア古色蒼然としたものを使って！」と笑われたの

で「コレで充分、電話とメールさえ出来れば。使う度に便利なモノだと感動している」と応じたら唖然

とされた。別の会合で「ワープロを打ちながらの方が良い文案が浮かぶ」と発言したら「まだ使ってる

人がいるの？」とザワザワ◆漫画家・やくみつる氏は「私は未だにガラ系です」と告白、「わが意を得

たり」と使いこなせていないスマホを捨てて私もガラ系へと回帰。推理作家の内田康夫氏も最期までワ

ープロで執筆していたとのこと。何でもかんでも背伸びする必要はない◆米国で 16歳の少年が自死。孤

独な日々を癒す唯一の相談相手が ChatGPT とやら。それは・・問いかけに対して決して否定せず、寄り

添ってくれるシロモノらしい。破滅的な思考すら肯定する AI、自死をほのめかす心情に同調するばかり

かその方法まで詳細に提示したとのこと。大きなお世話である。パソコンで〈ChatGPT・危険性〉と打ち

込むと「倫理的な判断力が無いため、不適切または偏向した発言を生成するリスクもある」とのコメン

トも見えた◆生死の判断まで AIに託すのは疑問。最終的な決断は自ら下したいし、助言もまた生身の人

間からいただきたい。「何を考えてんだ！バカ者！」頑固おやじの一喝、全否定されてハッと我に返る

こともある。ある学者の「技術は倫理とともに進むべき」との言葉とともに、映画『2001年宇宙の旅』

で反乱を起こす人工知能 HALを思い出した◆愛知県豊明市で〈仕事・学習以外でスマホ・タブレットを

見る時間を 2時間以内にする条例〉が可決された。解決策になるかは疑問だが「考えるきっかけになれ

ば」という市長の思いに共感する。電車内でのマスク着用率は 1割を切った印象だが、スマホを眺めて

いる人は７割前後いるかと。便利になることは否定しないが、せめて電車を降りたらスマホをしまい、

前を見て歩いてほしいと切に願うものである。                【理事長 田中 實】 

 

【 ナツミカン の コラム 】 

 

住所：〒225-0025 横浜市青葉区鉄町 2075-3 
電話：045-903-8500    

今回、９月１日より４丁目から２丁目へ異動となりました。介護

の仕事を始めて２年と８か月、ようやく少し慣れてきて、また、４

丁目の仕事にも慣れてきたところでの異動となり、少し残念で

はありますが、しかし、逆に考えると、また新しいことを学ぶ良い

機会かなとも思います。年を取って、頭も固くなり、新しいことを

覚えるのにも苦労する年代になってきたので、脳に良い刺激に

なるんじゃないかなと思います。足を引っ張らないように頑張り

たいと思います。                         2丁目 西山 

ホームページ 

 

 

私の楽しみは、ソロキャンプです。ソロキャンプ歴は約 8年（たぶん）です。 

その 8年間でキャンプスタイルは色々変わって行きました。初期のソロキャン 

プでは 125㏄バイクで行っていた為、限られた積載量の中、ギア（道具）を 

選別しながら、どのように快適に過ごそうか考えて、キャンプをすることがと 

ても楽しく、ハマって行きました。その後、車でのソロキャン 

プに変わると、積載量をまったく気にしなくなり、とにかく過ごしやすい環境を追求して 

いくスタイルに変わり、ギア（道具）色々見て探すのが楽しく、種類が増えてしまいまし 

た。ソロなので、準備や片付けを一人でやる為、今はいかに過ごしやすい環境を維持しな 

がら、簡単に準備や片付けができるかを追求している所です。 

また今まで行ったキャンプ場は海沿い、森林、湖畔、渓流沿い、 

川沿い、高台、草原、ゴルフ場跡等など、それぞれ風景が違うの 

でその風景に出会えるのはとても楽しいです。また同じキャンプ場 

でも季節や天候によって風景が変わるのも、面白いです。 

この記事を書いているだけで、またソロキャンプに行きたくなってしまいました。 

   

Chapter11  ソロキャンプ 

佐藤 博亮 相談員 兼 ケアマネジャー 

                                          

最先端に飛びつかなくても 


